
 8回シリーズでお送りしています「高齢者の住い」の七回目です。 
今回は、「居宅サービス」についてお知らせいたします。高齢者本人にとって、住み慣れた 
「自宅」で生活することは精神的な安堵感があってよいものです。しかし、老々介護や 
ひとり身での生活に不安はつきものです。 
そのような解決手段として、介護保険の「居宅サービス」があります。 
 国も財政負担の軽減の策として、また、人間本来が自宅で生きる姿ということで積極的に推進 
しています。 
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① 居宅サービスとは・・・ 
   

  大きくは２種類あり、通所は自宅から通うもので、訪問とは医師や看護師などが自宅に来て
くれるものです。要介護度が低い(軽度)場合は適用できますが、重くなるとサービスは厳しくな
ります。  
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② 福祉用具と住宅改修 
 
 居宅サービスとして、自宅で利用できる「福祉用具の貸与または購入」と「住宅改修」が 

あります。ともに介護保険から提供され、一定の自己負担があります。 

     


